
瀬戸石ダム 事前放流による水位低下 
 
 

 

（注） 図中に記載の事前放流水位や空き容量は、最大の場合を示しており、気象予測や実際の出水状況により変更となります。 
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東京ドームの容積 約124万m3

約870万m3の空き容量は、東京ドーム約7個分

大きな出水が予測された場合
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・ 瀬戸石ダムでは、大きな出水が予想される場合、「球磨川水系治水協定」（2020 年 5 月に

河川管理者/ダム管理者/関係利水者の３者間で締結）に基づき、事前放流により水位を低

下させることで、調整池の空き容量を確保するとともに、通砂／排砂により同容量の維持・拡

大を目指す運用を実施しています（上図①と②）。 

  なお、2023 年度より、6 月から 9 月までの間、通砂／排砂効果の更なる拡大を目指し、事

前放流を行い、最大で EL.36m まで水位を低下させる運用を実施しています（上図③）。 

・ 2025 年度は、事前放流の基準に達する降雨予測がなかったため、事前放流による水位低

下を実施しておりません。 

 

・ 今後も事前放流による水位低下を確実に実施し、流域の安全・安心に貢献してまいります。 

 


